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　５月５日は端午の節句。飛鳥時代には、
宮中行事として行われていましたが、武
者人形やこいのぼりを飾ることが一般的
に広まったのは江戸時代以降。子どもた
ちを、交通事故や病気から守ってくれる
ようにと、願いを込めて兜を飾ります。 
　４月22日、文化伝承館でこの伝承文化
を知ってもらうことを目的に、和紙を使
った兜づくり講座が行われました。
　講師は、ボランティアとして日
本の文化を継承するために活動し
ている「ゆいの会」の皆さん。小
学生から60歳代までの男女15人が
挑戦しました。
　和紙は、一度折り目を付けると、
跡が目立ってしまうので、慎重に
作業を進めます。兜を飾る台座に
はじまり、兜の本体、かがり火と
工程が進むにつれて難易度が上が

っていきます。かがり火の火の部分には、
羽が長くなるように作ったツルを使うア
イデアも取り入れています。
　兜の複雑な形を表現するので、細かい作
業の連続でしたが、子どもたちも最後まで
あきらめずに取り組むことができました。
　完成させた兜を手に取って、喜ぶ顔に
は達成感が感じられました。

イシイの
ミート君

市内在住か在勤の人が対象　 ▼見学日　7月28日㈯　 ▼申し込み　5月28日㈪から石井食品㈱のホームページ
のみで受け付け。コード番号「610117」で申し込みください　 ▼問い合わせ　同社工場見学担当者 774-6769

石井食品工場見学
八千代市オリジナルツアー
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マンホールカードを無料で配布しています 2018電動車椅子サッカー交流大会inちばを開催

ドローンを使った
県内初の三者協定を締結
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　八千代を代表する、バラや新川などがデザインされたマンホール蓋
をカードにしました。このマンホール蓋は、昨年12月に下水道事業の
開始と市制施行の50周年を記念して、市内の各所に設置したもの。カ
ードは、GKP（下水道広報プラットホーム）と共同で制作しました。 

　カードの様式は、全国の自治体で共通
なのでこの機会に集めてみませんか。
　 ▼配布場所　平日は上下水道局下水
道課、土曜・日曜日、祝日は株式会社
八千代市水道サービス（上下水道局敷
地内）いずれも年末年始を除く午前９時
～午後５時　 ▼問い合わせ　上下水道
局下水道課 482-0924

　電動車椅子サッカーは、障害の程度、
年齢や性別に関係なく楽しめるのが魅
力で、パラリンピックの正式種目入り
を目指しています。この大会は、障害
者スポーツの普及や理解を広めるため
に、県電動車椅子サッカー協会が企画
し、今回で９回目を迎えます。 
　東京や神奈川などから12チームがエ
ントリーし、八千代市からも「クローバーズ」が参加します。ダイナミ
ックでスピード感あふれる試合が楽しみです。
　 ▼日時　６月10日㈰午前10時～午後７時　 ▼場所　市民体育館　 ▼問
い合わせ　同大会実行委員会事務局 480-0801

　市、八千代警察署と株式会社D－LIFEが、４
月17日に「無人航空機の活用に関する協定」
を締結しました。警察署を交えた三者協定は
県内で初めて。今後はドローンを使って、新
川沿いの桜、八千代ふるさと親子祭のＰＲや
災害時の状況把握に活用します。また、警察
と連携して、イベントの警備などで映像を活
用した、安全対策に取り組んでいきます。

▶黄色いワッペン　㈱みずほ銀行、㈱損害保険ジャパン日
本興亜、明治安田生命保険相互会社、㈱第一生命保険か
ら、黄色いワッペンが新入学児童分1,825枚寄贈されまし
た。これは、新入学児童の交通安全を願って、昭和40年に
スタートし、今年で54年目を迎える事業です。ワッペンに
は、31年３月まで有効の交通事故傷害保険が付いています。
▶交通安全啓発下敷き　（公財）千葉県交通安全協会連合会
▶ランドセルカバー　八千代交通安全協会
▶防犯笛　㈱日本マクドナルド
▶サイクルリフレクター　コスモス交通安全協力会､㈱千
葉興業銀行
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▲講師の皆さんの優しい指導で、上手に作れました

▲スティック型のコントローラーを
　手や顎などで操作してプレーします

▲表面には、設置場所の座標値、
　裏面には、デザインの由来も

おめでとうございます（敬称略）
■春の褒章

【藍綬褒章】　 ▼社会福祉功績　綱島照雄（村上）
■春の叙勲

【瑞宝重光章】　 ▼検察官功労　増田暢也(ゆりのき台)
【瑞宝双光章】　 ▼総務省行政事務功労　 島陽一(大和田新
田)・加藤美枝子(緑が丘)

【瑞宝単光章】　 ▼消防功労　鈴木茂（米本）
■危険業務従事者叙勲

【瑞宝双光章】　 ▼警察功労　有吉正典(大和田新田)・粟野
健二(大和田新田)・久保田孝(緑が丘西)・長谷部富夫(萱田)

▼消防功労　日原龍一郎(米本)
【瑞宝単光章】　 ▼防衛功労　田代容久(大和田新田)

▼警察功労　星敏之(勝田台)・若月侃(大和田)
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